
　ほんとうに早いもので，昨日，職場の忘年会がありまし
た．本号がお手元に届く頃は，皆さま，新しい年を迎え，
すでにフル稼働されている頃と思います．
　現在，アベノミクス解散に続く総選挙戦の真っ最中で，
まさに，激動の 2014 年を象徴しているかのようです．医
学・医療の世界では，2014 年 9 月に，iPS 細胞を移植する
臨床研究が，わが国において，世界で初めて実施されまし
た．再生医療の実臨床での実現に向けて一歩が踏み出さ
れ，その進歩をひしひしと感じました．その一方，わが国
で，デング熱の国内感染が久々に確認され，また，西アフ
リカではエボラ出血熱が猛威をふるい，あらためて，感染
症の脅威を感じることになりました．医療に携わる者とし
て，このような新しい医学の情報，知識を咀嚼・理解する
ことは当然必要と思いますが，実際にはなかなか大変で，
専門外のことに関しては，「そんなことも知らないのです
か」と言われかねないことがあります．本書は，幅広い臨
床検査全体を扱っていますが，全ての領域の進歩をバラン
スよくお伝えすることの重要性を感じています．
　2014 年度から本誌も装いを一新し，そろそろ定着して
きたと思いますが，いかがでしょうか．本号の「病気のは
なし」では，奇異性脳塞栓症の原因として注目されている
卵円孔開存が検査所見を中心に記述されています．「技術
講座」では内部精度管理，尿沈渣検査，血小板凝集能と，
まさに経験と技術が必要な管理/検査が取り上げられてい
ます．他のシリーズものも含め，第一線の先生方のご執筆
によって，いつも同様，大変充実した内容になっていま
す．年度末を控え，お忙しい頃とは思いますが，ぜひ，ご
熟読ください．� （矢冨　裕）
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病気のはなし
人工関節感染症 �  松下和彦，他
トピックス
エピネット日本版─職業感染防止のために�
 �  森澤雄司
CD36 の発現多様性─欠損症および健常者の�
発現分子数のバラつき �  田村彰吾，他

技術講座
採血：標準採血法ガイドラインに基づいた�
採血 �  池田勝義，他

生化学：LDLコレステロール直接法�
 �  杉内博幸，他

血液：新規経口抗凝固薬（NOAC）の�
モニタリング検査 �  松野一彦，他

疾患と検査値の推移
髄膜炎（細菌性，ウイルス性） �  彦根麻由，他
オピニオン
細胞検査士の目指すもの �  伊藤　仁
小児の臨床検査�（最終回）
小児の生理機能検査─脳神経疾患編 �  須貝研司
臨床医からの質問に答える
尿試験紙の pHがアルカリ性なのに，尿蛋白試験紙
法が偽陽性になる検体と，ならない検体があるの
はなぜですか？ �  鈴木優治

臨床検査のピットフォール
移植後生着評価法であるキメリズム検査の�
ピットフォール �  松田和之

編集室より
新年 1月号から新感覚の連載「やなさん。」が始まりま
した．今後，採血，超音波関連，と続々連載が始まりま
す．掲載記事へのご感想や，「このような連載を！」とい
うご要望等，「検査と技術」誌Twitter（フォロワー 400
突破！）でぜひともつぶやいてください．� （M）
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